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お読みください

　

日 刊　月 2900円
日曜版　月 800円

　

錦
川
に
関
す
る

　
　
　
　
　
諸
問
題

浚
渫
と
護
岸
堤
防
構
築
を

一
昨
年
の
十
二
月
議
会
で
も
台

風
十
八
号
の
被
害
で
浚
渫
等
を
求

め
た
ば
か
り
で
し
た
。

昨
年
の
十
四
号
台
風
で
錦
川
流

域
の
皆
さ
ん
は
想
像
を
絶
す
る
被

害
を
被
り
ま
し
た
。
菅
野
ダ
ム
が

建
設
さ
れ
、
大
雨
が
降
る
た
び
に

市
民
は
「
き
れ
い
な
水
は
周
南
へ
、

汚
い
水
ト
水
害
は
岩
国
市
へ
」
と

口
々
に
言
っ
て
い
ま
す
。

菅
野
ダ
ム
完
成
後
は
、
ダ
ム
で

洪
水
調
節
が
で
き
る
と
し
て
、
錦

川
流
域
の
田
畑
は
、
ほ
と
ん
ど
埋

め
立
て
ら
れ
住
宅
地
等
に
再
開
発

さ
れ
、
昭
和
四
三
年
「
砂
利
採
集

法
」
が
施
行
さ
れ
、
実
質
、
砂
利
の

採
集
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
河
床
は
上
昇
の
し
っ

ぱ
な
し
で
、「
錦
川
の
下
流
域
管
理

は
ほ
っ
た
ら
か
し
」
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
く
、
予
算
も
、
す
ず
め

の
涙
程
度
の
「
浚
渫
費
」
で
お
茶
を

濁
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
三
月
二
十
日
、
八
市
町
村
の
合
併
で
人
口
約
十
五
万
人
、
面
積

八
七
〇
平
方
ｋ
ｍ
（
山
口
県
一
広
い
）
の
新
「
岩
国
市
」
誕
生
で
す
。

　
岩
国
市
は
財
政
難
等
で
予
算
編
成
は
14
％
減
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
新
「
岩

国
市
」
は
八
〇
〇
億
円
の
借
金
を
抱
え
、
合
併
の
合
言
葉
「
サ
ー
ビ
ス
は
高

く
、
負
担
は
低
く
」
は
何
処
へ
や
ら
、
今
後
市
民
に
冷
た
い
市
政
が
押
し
寄

せ
て
き
ま
す
。

　
厚
木
基
地
機
能
の
岩
国
基
地
へ
の
移
転
問
題
が
大
き
な
課
題
で
す
。
昨
年

か
ら
山
口
県
、
広
島
県
の
周
辺
自
治
体
は
こ
ぞ
っ
て
「
こ
れ
以
上
の
基
地
機

能
強
化
に
は
反
対
」
の
声
を
あ
げ
、
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
後
六
〇
年
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
日
本
か
ら
引
き
上
げ
る
べ
き
で
す
。

　
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
「
住
民
が
主
人
公
」
の
立
場
で
頑
張
り
ま
す
。

 

十
二
月
定
例
会
は
十
一
月
二
九
日
か

ら
十
二
月
二
十
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
平

成
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
額

は
八
〇
六
八
万
円
減
額
、
補
正
後
の
予

算
額
は
四
二
四
億
八
八
八
八
万
二
千

円
、
議
案
四
十
件
を
審
議
し
、「
議
案

第
一
〇
六
号
錦
帯
橋
観
光
振
興
基
金

条
例
」
、「
議
案
第
一
〇
八
号
錦
帯
橋
管

理
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す

錦
川
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
お
ら

れ
る
方
々
は
、「
昭
和
三
〇
年
代
の
川

の
状
態
に
戻
せ
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

下
流
域
か
ら
の
浚
渫
、
中
洲
並
び
に

川
の
左
右
の
生
い
茂
っ
て
い
る
樹
木

や
竹
の
伐
採
を
を
早
急
に
実
施
す
る

よ
う
山
口
県
に
求
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

「
河
川
激
甚
災
害
特
別
緊
急
事
業
」

に
よ
る
錦
川
の
整
備
を
五
年
間
で
八

〇
億
円
投
入
、
洪
水
な
ど
で
大
き
な

災
害
が
発
生
し
た
区
間
の
河
川
改
修

を
緊
急
に
行
な
い
ま
す
が
、
岩
国
市

も
こ
の
「
檄
特
事
業
」
に
参
画
す
る

の
か
を
質
す
と
共
に
、
関
戸
・
藤
川

地
区
に
河
川
堤
防
と
陸
コ
ウ
（
陸
の

水
門
）
の
設
置
を
山
口
県
に
強
く
求

め
る
よ
う
提
案
を
行
な
い
ま
し
た
。

当
局
は
、
山
口
県
に
早
期
に
実
施

す
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
と
答
弁
し

ま
し
た
。

謹
ん
で

   

新
春
の
お
喜
び
を

           

申
し
上
げ
ま
す

　　　　06年度政府予算案
負担増に反対の声を

「改革」として予算案に盛り込まれたのは、増税と社

会保障費の国民負担増です。

所得税と住民税の定率減税を07年1月から全廃する
と共に、「第3のビール」やタバコの増税が盛り込ま
れました。これまで、医療費や年金保険料、雇用保

険料は引き上げられ、今年も年金保険料が引き上げ

られる。

年収 500万円のサラリーマン4人家族（妻は専業
主婦）で、今までの負担増が 12万 1000円。既に決
まっていて、これから影響が出てくるのが4万2000
円、これから決められようとしているのが1万6000
円の、合計 17万 9000円。これだけ負担が増える。
高齢者はもっと大変

今年6月からの住民税増税が既に決まっているし、
病院代値上げや介護保険料引き上げも計画されてい

る。急いで反対の声をあげましょう。

[中洲の茂っている樹木]

る
条
例
」
を
除
き
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。
ま
た
一
般
質
問
者
は

二
十
一
名
、
経
済
委
員
会
は
宇
野
千

代
生
家
取
得
を
め
ぐ
っ
て
二
日
間
の

審
議
と
異
例
の
十
二
月
議
会
で
し

た
。

　
私
山
田
は
錦
川
に
関
す
る
諸
問

題
、
福
祉
問
題
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア

リ
問
題
等
を
質
問
し
ま
し
た
。

山
田
や
す
ゆ
き

市
政
報
告



　

　

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴

　
う
施
設
利
用
者
の
負
担
と

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

高
齢
者
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
切
り

下
げ
、
国
民
負
担
を
増
や
す
と
い
う

大
改
悪
を
行
な
い
ま
し
た
。

介
護
保
険
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た

食
費
や
介
護
施
設
の
居
住
費
が
介
護

保
険
の
対
象
外
に
な
り
、
原
則
と
し

て
全
額
が
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
し

た
。
　
介
護
保
険
料
は
大
幅
に
上
げ

な
が
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
食
費
・
居

住
費
の
大
幅
負
担
増
に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
の
な
か
に
は
「
こ
れ
で
は

保
険
料
詐
欺
だ
」
と
か
「
年
金
は
下
が

る
し
、
負
担
は
増
え
る
ば
か
り
で
介

護
保
険
で
は
老
後
は
安
心
で
き
な
い
。

年
寄
り
は
早
く
死
ね
と
い
う
の
か
」

と
さ
ま
ざ
ま
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
紹
介
し
、
居
住
費
・
食
費
の

自
己
負
担
化
の
導
入
に
よ
る
介
護
三

施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護

老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療

施
設
）
で
の
利
用
者
へ
の
影
響
と
と

も
に
岩
国
市
独
自
の
負
担
軽
減
策
と

対
応
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　
　
　
農
業
委
員
と
し
て
の
活
動

　
天
神
地
区
農
地
耕
作
者
組
合
の
皆
さ
ん
と
共
に
耕
作
放
棄
地
対
策
と

し
て
和
牛
2
頭
と
ひ
つ
じ
3
頭
を
八
・
三
反
に
放
牧
し
ま
し
た
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
対
策

　
　
生
息
調
査
に
着
手
へ

平
成
十
六
年
十
一
月
三
〇
日
、
黒

磯
、
藤
生
地
区
の
十
一
の
自
治
会
が

「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
被
害
地
域
住
民

の
会
」
を
結
成
し
、
岩
国
市
長
に
対
し

て
一
〇
八
〇
名
の
署
名
を
添
付
し
て
対

策
を
求
め
ま
し
た
。
三
月
議
会
で
「
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
と
ク
ロ
ゴ
ケ
グ
モ
の

防
除
対
策
」
が
決
議
さ
れ
、「
灘
地
区
連

合
自
治
会
」
と
「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ

被
害
地
域
住
民
の
会
」
連
名
で
「
被
害

と
生
息
範
囲
が
拡
大
し
、
灘
地
区
で
は

緊
急
の
課
題
の
一
つ
」
と
し
て
行
政
の

 

「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」
交

付
数
は
、
介
護
保
険
3
施
設
と
短
期
入

所
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
で
６
４
９
名
と

答
弁
し
ま
し
た
。

[介護保険負担限度額認定証]とは？

 介護保険法の改正に伴い、10月1日から介護保険施
設を利用したときの食費・居住費用は原則自己負担に

なります。市民税が非課税の世帯に該当する方は減額

する制度が設けられました。「負担限度額認定証」は、

これを証明するものです。

[対象となるサービスは？]

・養護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

・老人保健施設

・介護療養型医療施設（療養型病床等）

・短期入所生活介護（福祉施設のショートステイ）

・短期入所療養介護（医療施設等のショートステイ）

[認定証の対象者とは？]

・家族全員が市民税非課税の方

・生活保護を受けている方

※世帯の所得状況によって、減額の程度が変わりま

す。　

対
策
を
岩
国
市
に
求
め
て
い
ま
す
。

今
の
時
点
、「
行
政
機
関
、
学
識
経

験
者
、
地
域
住
民
な
ど
に
よ
る
対
策

委
員
会
の
設
置
」
を
求
め
ま
し
た
。

当
局
は
、
地
域
住
民
の
生
の
声
の
聞

き
取
り
も
含
め
て
生
活
被
害
と
生
態

系
被
害
に
つ
い
て
現
地
調
査
、
そ
の

結
果
を
持
っ
て
本
格
的
な
防
除
を
国

に
求
め
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

基
地
内
の
ク
ロ
ゴ
ケ
グ
モ
対
策

　
　
基
地
の
責
任
で
完
全
駆
除
へ

フ
エ
ン
ス
か
ら
50
セ
ン
チ
内
の
処
で

発
見
さ
れ
、
基
地
外
に
出
れ
ば
大
変

な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
早
期
の
駆
除

を
求
め
ま
し
た
。

「介護保険負担限度額認定証」とは？

　介護保険法の改正に伴い、10月1日から介護保険施
設を利用したときの食費・居住費用は原則自己負担に

なります。市民税が非課税の世帯に該当する方は減額

する制度が設けられました。「負担限度額認定証」は、

これを証明するものです。

[認定対象となるサービスは？]

・介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

・老人保健施設

・介護療養型医療施設（療養型病床等）

・短期入所生活介護（福祉施設のショートステイ）

・短期入所療養介護（医療施設等のショートステイ）

[認定証の対象者とは？]

・家族全員が市民税非課税の方

・生活保護を受けている方

 ※世帯の所得状況によって、減額の程度が変わり

　　ます。

　
　

米
艦
載
機
移
転
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
回
答

日
本
政
府
は
、
今
回
の
「
日
米
合
意
」
を
「
中
間
報
告
」
と
表
現
・
説
明
し
て
き

た
。「
中
間
報
告
」
と
い
え
ば
「
最
終
報
告
」
ま
で
に
地
元
の
意
見
を
踏
ま
え
「
修

正
」
が
あ
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
日
米
合
意
文
書
に
は
、
何
処
に
も
「
中
間

報
告
」
と
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　
日
本
政
府
の
「
中
間
報
告
」
に
つ
い
て
、
米
政
府
か
ら
否
定
さ
れ
、
防
衛
庁
は

「
中
間
報
告
で
は
な
い
」
と
明
言
し
た
。

　
岩
国
市
か
ら
の
33
項
目
の
質
問
に
対
し
て
、
国
か
ら
の
回
答
で
は
「
日
本
全
体

と
し
て
負
担
軽
減
を
図
り
、
地
元
状
況
を
踏
ま
え
、
基
地
周
辺
住
民
の
生
活
状
況

が
悪
化
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
留
意
し
て
き
た
。
懸
念
が
あ
れ
ば
、
誠
心
誠

意
説
明
す
る
」「
1

km
沖
に
出
し
た
滑
走
路
を
使
え
ば
、
騒
音
や
事
故
の
危
険
性
は

大
幅
に
改
善
さ
れ
る
」
と
断
言
。「
こ
れ
以
上
の
基
地
機
能
強
化
に
反
対
」
に
答
え

る
内
容
は
何
処
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　
米
艦
載
機
の
厚
木
基
地
か
ら
の
移
転
は
絶
対
に
認
め
ら
れ
な
い
。


